
【第１課題】

高橋　聖子
人工的に作られたフラットな地

盤の上を／均質な区画グリッド

が／無限に広がっていくよう

な／エリア／その人工的な環

境／計算された羅列／透明な塔

の上／視界を広げて／グリッド

の美しさを眺めてみよう／家の

波／家の海／非日常へのトリッ

プ／それは／最も人工的で／壮

大な／ランドスケープである

指導＝西沢　立衛
均質で特徴のない、どこにでも

あるような郊外型の、住居専用

地域を対象とした課題。遊具三

点セットから成るおきまりパタ

ーンの公園様式にとらわれない

ような、自由な提案を求めた。

ということでいろんな公園が出

てきたが、その中でも高橋氏の

案は、とうてい公園に見えない

最右翼である。しかし公園とい

うプログラムの中枢にある「公

共性」の意味を、氏なりに問い

直している。プログラムを与え

られたものとして受容するので

なく、逆に自分から積極的に構

築しようとする姿勢に共感した

い。さて、僕がこの案に惹かれ

た最大の点というのは、ニュー

タウンという周辺環境の特性を

考え、それをデザインに反映さ

せるということを、この案がも

っとも果敢にチャレンジしてい

た点にある。どこまでも広がっ

てゆくかのような住戸の人工的

な配列を、一種の自然現象のよ

うに美しく柔らかい反復として

再視覚化させようというコンセ

プトが、高橋氏をして公園を地

上ウン十mにまで持ち上げさせ

てしまったのだ。氏のコラージ

ュドローイングはたいへん美し

くコンセプチュアルで、ドロー

イングが苦手だと自認する人間

の成果ではない。ガラスは見え

ないはずだという魔術的仮説に

従って作られたガラスのハイタ

ワーというアイデアも大胆きわ

まりない。しかし僕は、周辺環

境の解読を通して公園を定義し

ようとするその点を、最大限評

価したかった。否定的に捉えら

れがちなニュータウンの均質性

を最大限肯定しようという姿勢

もすばらしい。（しかし四本で

なくてもいい気もした）
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【第２課題】

黒川　千聡
現在、ニュータウンに限らず隣

人との結びつきがなくなりつつ

ある。そこで、隣人と深くつき

合うために敷地の境界線をなく

し、領域を曖昧にし、パブリッ

クな庭、プライベートな庭の２

種の庭を設けた。人はまん中に

設けられた遊歩道を通り、隣人

だけでなくブロックに住む人、

さらに隣のブロックに住む人と

いうように、人とのつながりを

広げていくことができる。

指導＝西沢　立衛
黒川氏の案は、１ブロック内の

戸建て住宅十数戸をまとめて計

画した、テラスハウスのような

集合住宅の計画である。特徴は

おおまかに言って二つあって、

まず一つはブロック中央線上に

各住戸がシェアする路地のよう

な通り抜け動線を作ったこと

で、これによってブロック内の

全住戸に路地側と公道側の二方

向アクセスを可能にしている。

みんなでシェアする路地という

アイデアには、何かちょっと昔

の下町が持っていた路地にも共

通するようなプライバシーを感

じたりもして、魅力的なコモン

スペースが生まれそうである。

二つ目は各住棟ボリュームの配

置で、南庭確保のために住棟ボ

リュームを敷地北側に配する通

常の配置セオリーに反して、氏

の案では住棟をおのおの敷地中

央に配している。この中央配置

によって、全住戸の南と北に庭

がつくり出され、密度の高い住

宅地の中にあって公道から距離

を保ちつつも開放的なインテリ

アを生みだすことに成功してい

る。南北の二方向アクセスとい

うマスタープランにも合ってい

る。各住戸の平面計画と、ブロ

ック全体のマスタープランとが

たいへん巧みに連係した、優れ

た集合住宅の計画だと思った。

庭と住戸と路地がストライプ状

に配された全体配置も軽やかで

スマートだ。他方、このストラ

イプパターンが見せる規則的な

反復の美しさは、ニュータウン

が既存に持っている都市マスタ

ープランと多少バッティングし

ているような気もしないでもな

い。作者の更なる分析を待ち

たい。
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